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(57)【要約】
【課題】　　本発明の課題は、アルキルエーテル化置換度が高いアルキルエーテル化セル
ロース誘導体を提供することである。
【解決手段】　　セルロースまたはその誘導体（Ａ）とアルキル化剤（Ｂ）を、アルカリ
（Ｃ）を用いて反応させる方法において、特定の相間移動触媒を使用することにより、高
収率で目的化合物が得られるだけでなく、有効な純度のものが工業的製造方法で得られる
。
【選択図】　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セルロースまたはその誘導体（Ａ）とアルキル化剤（Ｂ）を、アルカリ（Ｃ）と下記一
般式（１）で表される相間移動触媒（Ｄ）の存在下で反応させることを特徴とするアルキ
ルエーテル化セルロース誘導体（Ｅ）の製造方法。
【化１】

　 [式中、Ｒ1とＲ２はそれぞれ独立に炭素数が1～８の直鎖もしくは分岐の脂肪族炭化水
素基；Ｒ３は炭素数が１～２２の直鎖もしくは分岐の脂肪族炭化水素基を表す。Ｒ４は炭
素数が８～２２の直鎖もしくは分岐の脂肪族炭化水素基または炭素数が７～２２のアリー
ルアルキルもしくは.アリールアルケニル基；Ｘ－は酸（Ｆ）のモノアニオンを表す。]
【請求項２】
　該酸（Ｆ）が、無機酸である請求項１記載のアルキルエーテル化セルロース誘導体の製
造方法。
【請求項３】
　セルロース誘導体（Ａ）の重量に基づいて（Ｄ）を０．１～２０重量％含有する請求項
１または２記載のアルキルエーテル化セルロース誘導体の製造方法。
【請求項４】
　セルロース誘導体（Ａ）がカルボキシアルキルセルロース、ヒドロキシアルキルセルロ
ースおよびアルキルセルロースからなる群より選ばれる１種以上である請求項１～３いず
れか記載の製造方法。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、アルキルエーテル化セルロース誘導体の製造方法に関する。詳しくは、アルキ
ルエーテル化置換度の高いアルキルエーテル化セルロース誘導体の製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、セルロースやその誘導体のアルキルエーテル化方法としては、苛性ソーダな
どの強アルカリの存在下、例えばカルボキシアルキルセルロースにアルキルハロゲン化物
を反応させる方法が知られている（例えば、特許文献１）。
【０００３】
　しかしながら、カルボキシアルキルセルロースとアルカリとの反応により、まずアルコ
ラートと水が生成し、次に、生成したアルコラートとアルキル化剤との反応により、疎水
性が高いアルキルエーテル化セルロース誘導体と塩が生成するため、反応の進行に伴い反
応系の不均一化が増し、アルキルエーテル化セルロース誘導体の凝集が進むため、アルキ
ルエーテル化置換度の高いものが得られにくいという問題があった。
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【特許文献１】特開昭５５－１１８９０１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、アルキルエーテル化置換度の高いアルキルエーテルセルロース誘導体の製造
方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明者は鋭意研究した結果、アルカリ（Ｃ）と一緒に、特定の化学構造を有する相間
移動触媒（Ｄ）も存在させて反応させることにより解決できることを見出し、本発明を完
成させるに至った。
すなわち本発明は、セルロースまたはその誘導体（Ａ）とアルキル化剤（Ｂ）を、アルカ
リ（Ｃ）と特定の化学構造の相間移動触媒（Ｄ）の存在下で反応させることを特徴とする
アルキルエーテル化セルロース誘導体（Ｅ）の製造方法である。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、特定の化学構造を有する相間移動触媒を選択することにより、アルキ
ルエーテル化反応に伴い進行する凝集による反応性の低下が抑制されるため、アルキルエ
ーテル化置換度の高いアルキルエーテルセルロース誘導体が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　本発明は、セルロースまたはその誘導体（Ａ）とアルキル化剤（Ｂ）を、アルカリ（Ｃ
）と特定の化学構造を有する相間移動触媒（Ｄ）の存在下で反応させることを特徴とする
アルキルエーテル化セルロース誘導体（Ｅ）の製造方法である。
【０００８】
　本発明において、出発物質としてのセルロースまたはそのセルロース誘導体（Ａ）とし
ては、綿リンター、木材パルプもしくは溶解パルプなどから得られる植物系セルロース；
アセトバクター属などに属する微生物の産出するバクテリアセルロース；カルボキシメチ
ルセルロース、カルボキシエチルセルロース、カルボキシプロピルセルロースなどのカル
ボキシアルキルセルロース；ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロー
スなどのヒドロキシアルキルセルロース；メチルセルロース、エチルセルロース、イソプ
ロピルセルロースなどのアルキルセルロース；ヒドロキシプロピルメチルセルロースなど
が挙げられる。
　好ましくは、カルボキシアルキルセルロース、ヒドロキシアルキルセルロースおよびア
ルキルセルロースであり、特に好ましくは、カルボキシアルキルセルロースである。
【０００９】
　本発明において、セルロースまたはその誘導体（Ａ）のアルキルエーテル化のために使
用するアルキル化剤（Ｂ）としては、メチルクロライド、エチルクロライド、プロピルク
ロライド、ブチルクロライド、イソプロピルクロライドなどのアルキルクロライド；メチ
ルブロマイド、エチルブロマイド、プロピルブロマイド、ブチルブロマイド、イソプロピ
ルブロマイドなどのアルキルブロマイド；ジメチル硫酸、ジエチル硫酸、ジプロピル硫酸
、ジブチル硫酸、ジイソプロピル硫酸などのジアルキル硫酸などが挙げられる。
　好ましくは、アルキルクロライドであり、特に好ましくは、エチルクロライド、メチル
クロライドである。
【００１０】
　セルロースまたはその誘導体（Ａ）とアルカリ（Ｃ）の仕込み比率は、（Ａ）の水酸基
／アルカリ（Ｃ）の当量比として、通常１／０．８～１／１０であり、１／１～１／８が
好ましい。
【００１１】
　アルカリ（Ｃ）としては、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、水酸化リチウムの固形



(4) JP 2010-77411 A 2010.4.8

10

20

30

40

50

物が挙げられ、好ましくは水酸化ナトリウム、水酸化カリウムであり、より好ましくは水
酸化ナトリウムである。これらの固形アルカリ金属水酸化物は単独でも、２種類以上の混
合物であっても良い。
これらの固形アルカリ金属水酸化物の形状は、粒状、フレーク状、粉状の何れでも良い。
大きさは、粒状物は好ましくは直径１～５ｍｍ、フレーク状物は好ましくは０．５～３ｃ
ｍ角、粉状物は好ましくは３０～１００μｍであるが、本発明はこれに限定されない。作
業従事者の取り扱い上、粒状が好ましい。
　セルロースまたはその誘導体（Ａ）とアルカリ（Ｃ）の重量比（Ａ）／（Ｃ）は、通常
１／０．１～１／２．０であり、１／０．３～１／１．５が好ましい。
【００１２】
　本発明の高いアルキルエーテル化置換度を得るための製造方法では相間移動触媒（Ｄ）
の存在下で反応させることは必須要件であり、かつこの相間移動触媒（Ｄ）は、下記一般
式（１）で表されるものに限られる。
【化１】

【００１３】
　 [式（１）中、Ｒ1とＲ２はそれぞれ独立に炭素数が1～８の直鎖もしくは分岐の脂肪族
炭化水素基；Ｒ３は炭素数が１～２２の直鎖もしくは分岐の脂肪族炭化水素基を表す。Ｒ
４は、炭素数が８～２２の直鎖もしくは分岐の脂肪族炭化水素基または炭素数が７～２２
のアリールアルキルもしくはアリールアルケニル基；Ｘ－は酸（Ｆ）のモノアニオンを表
す。]
【００１４】
　Ｒ1とＲ２はそれぞれ独立に炭素数が１～８の直鎖の脂肪族炭化水素基を表し、その具
体例としては、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、ペンチル基、ヘキシル基、
オクチル基などが挙げられる。これらのうち、炭素数が１～６が好ましく、さらに好まし
のは炭素数が１～４の直鎖の志望族炭化水素機である。
【００１５】
　Ｒ３は炭素数が１～２２の直鎖もしくは分岐の脂肪族炭化水素基を表し、その具体例と
しては、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、ペンチル基、ヘキシル基、オクチ
ル基、ノニル基、デシル基、ドデシル基、テトラデシル基、ヘキサデシル基、オクタデシ
ル基、オレイル基、ヤシ油由来のアルコールから水酸基を除いたアルキル基（以下、ヤシ
油アルキル基と略記する）、オレイル基などが挙げられ、分岐の炭化水素基としては、イ
ソプロピル基、２－エチルヘキシル基が挙げられる。これらのうち、炭素数が１～２０の
直鎖の脂肪族炭化水素基が好ましく、さらに好ましいのは炭素数が１～１８の直鎖の脂肪
族炭化水素基である。　
【００１６】
　Ｒ４は、炭素数が８～２２の直鎖もしくは分岐の脂肪族炭化水素基、または炭素数が７
～２２のアリールアルキルもしくはアリールアルケニル基を表す。
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　直鎖の脂肪族炭化水素基としては、オクチル基、ノニル基、デシル基、ドデシル基、テ
トラデシル基、ヘキサデシル基、オクタデシル基、ヤシ油アルキル基およびオレイル基な
どが挙げられ、分岐の脂肪族炭化水素基としては、２－エチルヘキシル基などが挙げられ
る。これらのうち、炭素数が８～２０の直鎖の脂肪族炭化水素基が好ましく、さらに好ま
しいのは炭素数が１０～１８の直鎖の脂肪族炭化水素基である。
【００１７】
　炭素数が７～２２のアリールアルキル基としては、ベンジル基およびフェネチル基など
、アリールアルケニル基としてはスチリル基およびシンナミル基などが挙げられる。これ
らのうち、炭素数が７～１５のアリールアルキル基が好ましく、さらに好ましいのは炭素
数が７～１０のアリールアルキル基である。
【００１８】
　式（１）で表される相間移動触媒（Ｄ）を構成する第４級アンモニウムカチオンとして
は、Ｒ４が脂肪族炭化水素基とアリールアルキル基の場合が挙げられる。
Ｒ４が脂肪族炭化水素基の具体例は、１つの長鎖アルキル基を有するもの（トリメチルド
デシルアンモニウム、トリメチルテトラデシルアンモニウム、トリメチルヘキサデシルア
ンモニウム、トリメチルオクタデシルアンモニウム、トリメチルヤシ油アルキルアンモニ
ウム、トリメチル－２－エチルヘキシルアンモニウム、ジメチルエチルドデシルアンモニ
ウム、ジメチルエチルテトラデシルアンモニウム、ジメチルエチルヘキサデシルアンモニ
ウム、ジメチルエチルオクタデシルアンモニウム、ジメチルエチルヤシ油アルキルアンモ
ニウム、ジメチルエチル－２－エチルヘキシルアンモニウム、メチルジエチルドデシルア
ンモニウム、メチルジエチルテトラデシルアンモニウム、メチルジエチルヘキサデシルア
ンモニウム、メチルジエチルオクタデシルアンモニウム、メチルジエチルヤシ油アルキル
アンモニウムおよびメチルジエチル－２－エチルヘキシルアンモニウムなど）、２つの長
鎖アルキル基（炭素数６～２２）を有するもの（ジメチルジヘキシルアンモニウム、ジメ
チルジオクチルアンモニウム、ジメチルジデシルアンモニウムおよびジメチルジドデシル
アンモニウムなど）、１つの長鎖アルケニル基（炭素数８～２２）を有するもの（トリメ
チルオレイルアンモニウム、ジメチルエチルオレイルアンモニウムおよびメチルジエチル
オレイルアンモニウムなど）が挙げられる。
　好ましくはジメチルジデシルアンモニウム、トリメチルヘキサデシルアンモニウム、メ
チルジエチルドデシルアンモニウム、およびメチルジエチルヤシ油アルキルアンモニウム
が挙げられる。
【００１９】
　また、Ｒ４がアリールアルキル基の具体例は、たとえば、ジメチルデシルベンジルアン
モニウム、ジメチルドデシルベンジルアンモニウム、ジメチルテトラデシルベンジルアン
モニウム、ジメチルヘキサデシルベンジルアンモニウム、ジメチルヤシ油アルキルベンジ
ルアンモニウム、ジメチルオレイルベンジルアンモニウムおよびジメチル－２－エチルヘ
キシルベンジルアンモニウムなどが挙げられる。
　好ましくはジメチルドデシルベンジルアンモニウム、ジメチルヤシ油アルキルベンジル
アンモニウム、ジメチルオレイルベンジルアンモニウムおよびジメチル－２－エチルヘキ
シルベンジルアンモニウムが挙げられる。
【００２０】
　これらのうち、耐熱性の観点から好ましいのは、ジメチルジデシルアンモニウム、ジメ
チルドデシルベンジルアンモニウム、トリメチルヘキサデシルアンモニウム、ジメチルヤ
シ油アルキルベンジルアンモニウム、ジメチルオレイルベンジルアンモニウムおよびジメ
チル－２－エチルヘキシルベンジルアンモニウムである。
【００２１】
　一般式（１）におけるＸ－は酸（Ｆ）のモノアニオンを表す。
　酸（Ｆ）としては、無機酸、有機酸が挙げられ、無機酸が好ましい。
　無機酸の具体例としては、塩酸、硝酸、硫酸、亜硫酸、重亜硫酸、燐酸、亜燐酸、次燐
酸、メタ燐酸、次亜燐酸、アミド燐酸、炭酸、重炭酸、臭化水素酸、ヨウ化水素酸、オル
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トホウ酸、メタホウ酸、スルファミン酸などが挙げられる。
　これらのうち、好ましいのは、塩酸、硫酸、臭化水素酸、硝酸、燐酸、亜燐酸である。
【００２２】
（Ｄ）のうち、反応性の観点から好ましいのは、ジメチルジデシルアンモニウムクロリド
およびブロミド、ジメチルドデシルベンジルアンモニウムクロリドおよびブロミド、トリ
メチルヘキサデシルアンモニウムクロリドおよびブロミド、ジメチルヤシ油アルキルベン
ジルアンモニウムクロリド、およびジメチル－２－クロリドである。
【００２３】
これら相間移動触媒（Ｄ）の添加量は、セルロースまたはその誘導体（Ａ）に対して、通
常、０．１～２０重量％であり、好ましくは０．１～１０重量％である。
【００２４】
　本発明において、アルキルエーテル化反応時、セルロースまたはその誘導体（Ａ）を溶
解、膨潤、または分散させる目的で、溶媒を用いることが好ましい。
　溶媒としては、例えば、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、テトラリンなどの芳香
族炭化水素系溶剤；ｎ－ヘキサン、ｎ－ヘプタン、ミネラルスピリット、シクロヘキサン
などの脂肪族または脂環式炭化水素系溶剤；塩化メチル、臭化メチル、ヨウ化メチル、メ
チレンジクロライド、四塩化炭素、トリクロロエチレン、パークロロエチレンなどのハロ
ゲン系溶剤；酢酸エチル、酢酸ブチル、メトキシブチルアセテート、メチルセロソルブア
セテート、エチルセロソルブアセテートなどのエステル系またはエステルエーテル系溶剤
；エチレングリコールジメチルエーテル、ジエチレングリコールジメチルエーテル、ジエ
チルエーテル、テトラヒドロフラン、ジオキサンなどのエーテル系溶剤；アセトン、メチ
ルエチルケトン、メチルイソブチルケトン、ジ－ｎ－ブチルケトン、シクロヘキサノンな
どのケトン系溶剤；ｔ－ブタノールなどのアルコール系溶剤；ジメチルホルムアミド、ジ
メチルアセトアミドなどのアミド系溶剤；ジメチルスルホキシドなどのスルホキシド系溶
剤、Ｎ－メチルピロリドンなどの複素環式化合物系溶剤、ならびにこれらの２種以上の混
合溶剤が挙げられる。
　アルキルエーテル化反応開始時の溶媒と、セルロースまたはその誘導体（Ａ）の重量比
［溶媒／（Ａ）］は通常、０／１～１０／１、好ましくは０．１／１～４／１である。
【００２５】
　また、セルロースまたはその誘導体（Ａ）を膨潤させて反応を促進する目的で、水を用
いることができる。
アルキルエーテル化反応開始時の水と（Ａ）の重量比［水／（Ａ）］は通常、０／１～０
．３／１、好ましくは０．０１／１～０．１５／１である。この範囲より多くの水の量に
なると、不均一性が増してスラリー状反応系を保持できなくなり、凝集を生じるだけでは
なく、アルキル化剤の主反応への効率が低下する。
【００２６】
　本発明の目的の化合物であるアルキルエーテル化セルロース誘導体（Ｅ）は、セルロー
スまたはその誘導体（Ａ）とアルキル化剤（Ｂ）を、アルカリ（Ｃ）と相間移動触媒（Ｄ
）の存在下で反応させることにより、（Ｅ）のアルキルエーテル化置換度を、７０～１０
０％と高くすることができる。好ましくは８０％～１００％、さらに好ましくは８５％～
１００％である。
【００２７】
　ここで、本発明における「アルキルエーテル化置換度」とは、セルロースまたはその誘
導体（Ａ）のグルコース環単位当りの水酸基のうち、アルキルエーテル化された官能基数
の割合の平均値を百分率で表わした値として定義する。
　例えば、（Ａ）としてグルコース環単位当り０．５個がカルボキシメチル基で置換され
たカルボキシメチルセルロースを原料とし、残りの２．５個のうち２．１個がさらにアル
キルエーテル化された場合のアルキルエーテル化置換度は、８４％である。
具体的には、（Ｅ）のアルキルエーテル結合をヨウ化水素酸で開裂し、生じたヨウ素酸か
らヨウ素を遊離させ、これをチオ硫酸ナトリウムで測定することで求められる。詳細は後
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述する。
【００２８】
アルキルエーテル化反応の反応温度は通常４０℃～１８０℃であり、好ましくは６０～１
６０℃であり、より好ましくは８０～１４０℃である。４０℃未満であると反応の進行が
非常に遅く効率的でない。１６０℃を超えると、容器の材質が耐久性の良いＳＵＳ３１６
Ｌであっても腐食を起こす可能性がある。
【００２９】
　反応は、好ましくは窒素等の不活性ガス雰囲気下（酸素濃度が好ましくは１００ｐｐｍ
以下）で行うことが好ましい。
【００３０】
　セルロースまたはその誘導体（Ａ）、アルキル化剤（Ｂ）、アルカリ（Ｃ）、相間移動
触媒（Ｄ）の投入の順序は、急激な反応が生じなければ特に限定されないが、（Ａ）、（
Ｄ）、および必要により水と溶媒を混合した後、攪拌下に（Ｃ）を分散させ、室温で減圧
と窒素等による不活性ガスでの置換を繰り返した後、減圧にして（Ｂ）を滴下する方法が
好ましい。
（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）を混合し、最後に（Ｃ）を投入する方法では、（Ｃ）の溶解熱や
急激な反応により生成物が着色し易くなり、好ましくない。
【００３１】
　本発明において、アルキルエーテル化後、反応物に、水と硫酸、塩酸、燐酸などの酸を
加え、析出物をろ過水洗し、乾燥することによって、アルキルエーテル化セルロース誘導
体（Ｅ）を分離し、精製することができる。
【００３２】
　本発明によって得られるアルキルエーテル化セルロース誘導体の用途は特に限定しない
が、本品のｐＨ変化による水への溶解性が変化する性質や、フィルム形成能が用いられる
用途に使用される。
通常、医薬品等の薬剤の添加剤、特に腸溶性のコーティング剤、苦みマスキング剤、ある
いは頭髪用セット剤として使用することができる。
【実施例】
【００３３】
　以下、実施例および比較例により本発明を説明するが、本発明はこれに限定されるもの
ではない。以下、特に記載のないかぎり、「部」は「重量部」、％は重量％を意味する。
【００３４】
　アルキルエーテル化置換度の測定法は以下の通りである。
【００３５】
　＜アルキルエーテル化置換度＞
（１）試料１５ｍｇとヨウ化水素酸６ｍＬを分解フラスコに入れた後、窒素を通じて、１
５０℃で１時間加熱する。生成するヨウ化エチルを気相に追い出し，この後１重量％の赤
リン懸濁液で洗浄し、吸収管に送る。吸収管には、酢酸カリウム１５ｇを酢酸／無水酢酸
混液（９／１）１５０ｍＬに溶解し、その溶液１４５ｍＬを量り、臭素５ｍＬを加えてお
く。
（２）酢酸ナトリウム三水和物溶液が入った共栓三角フラスコに、吸収管の内容物を加え
る。吸着管の内壁に付着した内容物は、水を加えることで流し出す。次に、振り混ぜなが
ら臭素の赤色が消えるまで、ギ酸を加える。
（３）共栓三角フラスコにヨウ化カリウム３ｇと希硫酸１５ｍＬを加え、栓をして軽く振
り混ぜ、５分間放置する。遊離したヨウ素を０．１ｍｏｌ/Ｌチオ硫酸ナトリウム液で滴
定する。
（４）下記式からまずエトキシ基含量（ＣＥ）を算出し、これを用いて本発明のアルキル
エーテル化置換度（ＣＲ）を算出する。
エトキシ基含量（ＣＥ）（％）＝滴定量（ｍＬ）×７５．１０／試料量（ｍｇ）
アルキルエーテル化置換度（ＣＲ）（％）＝９５×ＣＥ／（４５－４４ＣＥ）×１００
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【００３６】
　＜実施例１＞
　　オートクレーブ反応容器にカルボキシメチルセルロース（カルボキシメチル化置換度
１６．６％、グルコース環単位当りのカルボキシアルキル基の置換基数０．５）（Ａ－１
）４５．７部、水酸化ナトリウム（Ｃ－１）２０．８部、ジメチルヤシ油アルキルベンジ
ルアンモニウムクロライド（Ｄ－１）１．８部、トルエン８０．５部、および水３．５部
を投じ、窒素置換後、１２０℃で圧力を見ながらエチルクロライド（Ｂ－１）３３．５部
を徐々に加え、１２時間反応した。反応終了後、反応物をグラス容器に移し、水２１５．
９部と硫酸１３．３部を加え、析出した粒子を遠心分離機で水洗および脱水し、９０℃で
減圧乾燥して、カルボキシメチルエチルセルロースを得た。結果を表１に示した。
　なお、表１中のアルキルエーテル化反応終了後の外観を示す「凝集」とは、凝集物が多
く、不均一な状態であることを示し、「溶液状」とは、これら凝集物が無く、均一な外観
であることを示す。
【００３７】
＜実施例２＞
　実施例１において、相間移動触媒のジメチルヤシ油アルキルベンジルアンモニウムクロ
ライド（Ｄ－１）の代わりにジメチルジｎ－デシルアンモニウムクロライド（Ｄ－２）１
．８部とした以外は実施例１と同様に操作した。
【００３８】
＜実施例３＞
　実施例１において、相間移動触媒のジメチルヤシ油アルキルベンジルアンモニウムクロ
ライド（Ｄ－１）の代わりにセチルトリメチルアンモニウムクロライド（Ｄ－３）１．８
部とした以外は実施例１と同様に操作した。
【００３９】
＜比較例１＞
　実施例１において、相間移動触媒のジメチルヤシ油アルキルベンジルアンモニウムクロ
ライド（Ｄ－１）の代わりにテトラメチルアンモニウムクロライド（Ｄ’－１）１．８部
とした以外は実施例１と同様に操作した。
【００４０】
＜比較例２＞
　実施例１において、相間移動触媒のジメチルヤシ油アルキルベンジルアンモニウムクロ
ライド（Ｄ－１）の代わりにトリメチルブチルアンモニウムクロライド（Ｄ’－２）１．
８部とした以外は実施例１と同様に操作した。
【００４１】
＜比較例３＞
　実施例１において、相間移動触媒のジメチルヤシ油アルキルベンジルアンモニウムクロ
ライド（Ｄ－１）の代わりにトリヤシ油メチルアンモニウムクロライド（Ｄ’－３）１．
８部とした以外は実施例１と同様に操作した。
【００４２】
＜比較例４＞
　実施例１において、相間移動触媒を使用しなかったこと以外は実施例１と同様に操作し
た。
【００４３】



(9) JP 2010-77411 A 2010.4.8

10

20

30

【表１】

【００４４】
　　以上の結果から明らかな通り、特定の化学構造の相間移動触媒を用いた本発明の製造
方法は、アルキルエーテル化置換度が高いアルキルエーテル化セルロース誘導体が得られ
る。
　また、反応終了後の均一性が高く、溶液状となるため、ハンドリングが容易になり、生
成物の分離、精製の作業性が向上する。
【産業上の利用可能性】
【００４５】
　本発明によって得られるアルキルエーテル化置換度が高いアルキルエーテル化セルロー
ス誘導体は、ｐＨ変化による水への溶解性が変化する性質や、フィルム形成能が用いられ
る用途に使用される。通常、医薬品等の薬剤の添加剤、特に腸溶性のコーティング剤、苦
みマスキング剤、あるいは頭髪用セット剤として使用することができる。
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